
令和 8 年２月２７日  

港区立芝浦幼稚園 

園長 青山 伸子 

 

令和 7 年度 芝浦幼稚園の教育についての子どもアンケート結果 
 

令和 7 年度の芝浦幼稚園について実施した子どもアンケートの結果をご報告いたします。 

 

・実施期間１１～12 月 ・回答者数６７名（回収率１００％） 

 

 

 

 

（１）について 

ほぼすべての幼児が、幼稚園ネイティブティーチャーと遊ぶことが楽しいと回答しています。 

「幼稚園ネイティブティーチャーと何をして遊ぶのがの楽しいですか」という設問の自由回答の中で

は、英語活動で行っている歌やゲームの他にも、かけっこやかくれんぼ、一緒にお弁当を食べることな

ど、幼稚園ネイティブティーチャーに親しみをもち、一緒に遊んだり生活をしたりすることを楽しんで

いることがわかる回答が多く聞かれました。 

国際理解教育年間計画をもとに、英語活動の中での経験の積み重ねを充実させるとともに、遊び

や生活の中で幼稚園ネイティブティーチャーとじっくり関わることも引き続き大切にしていきます。 

 

（２）について 

すべての幼児が、体を動かすことが好きと回答しています。 

学級のみんなで経験した遊びを、好きな遊びの中でも繰り返し楽しんでいること、また自分の好き

な場所でしたい遊びを十分に楽しめたことが、結果となって表れていると考えます。 

（１）幼稚園 NT と遊ぶのは楽しいですか。  （２）幼稚園で体を動かして遊ぶことは好きですか。 

 

 

 

（３）幼稚園にいる（ある）生き物や植物を見たり触れ

たりすることは好きですか。 

 （４）幼稚園で、違うクラスや学年の友達と一緒に遊

んだことがありますか。 
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評価基準    ■：好き/はい    ■：きらい/いいえ    ■：わからない 



 今後も、幼児が体を動かしながら自分のしたい遊びに主体的の取り組めるように保育内容や環境構

成の改善に努めていきます。 

 

（３）について 

 ３歳児、４歳児ではすべての幼児が、生き物や植物を見たり、触れたりすることが好きと回答してい

ますが、５歳児ではきらい、わからないと回答している幼児も数名います。 

園で飼育している生き物や季節に応じて変化する園庭の植物などに興味をもって関わっている幼

児が多い中で、年齢が上がると苦手なことを意識する幼児も出てきています。 

 とうきょうすくわくプログラムの活動で講師を招き、多様な視点で自然に関する話を聞いたり、その

ことを友達と一緒に遊びに生かしたりする中で、自分の関心のあることを見つけてほしいと考えま

す。子どもたちがそれぞれ興味をもったことに主体的に関われるように環境を改善し、指導していき

ます。 

 

（４）について 

ほとんどの幼児が違うクラスや学年の友達と遊んだことがあると回答しています。 

ニコニコタイムなどで継続して行っているファミリー（異学年グループ）での活動をもとに、他の学級

や異学年友達への親しみをもって関わっていることが結果として表れていると考えます。 

ファミリーでの活動をきっかけに遊びの中でも、声をかけたり、遊びに誘ったりする姿も見られま

す。 

また、子育てサポート保育「かるがもクラブ」での関わりにより、お互いに名前を覚えて、声を掛け合

う姿もあります。 

引き続き様々な場面での他学級、異学年の関わりを大切にすることによって、幼児同士が親しみを

もち、互いに憧れや思いやりの気持ちを育めるようにしていきます。 


